
認知症診断助成制度における 診断後支援について  

 

 

＜部会提案を 経て予算化さ れた事項＞ 

○認知症疾患医療セン タ ー（ ７ ヶ 所） での診断後支援 

 診断後の専門医療相談・ 日常生活支援相談 

 認知症サロ ン  

※令和３ 年度より 、 国において必須化さ れた。  

→令和６ 年度より 、 認知症新薬に係る相談支援等機能が必須化。  

 

 

○KOBE みまも り ヘルパー事業（ 令和３ 年３ 月～）  

 認知症または軽度認知障害（ MCI ） の診断を 受けた方を 対象に、 家族の負担軽

減を含めた在宅生活への支援と し て、 見守り や話し 相手、 外出の付き 添い等

を 行う KOBE みまも り ヘルパー事業を 実施。  

 

 

○認知症地域支えあい推進事業（ 令和４ 年 10 月～）  

 認知症の方や認知症の疑いのある方が、 生き がいを 持っ て積極的に社会参加

でき る よ う 、 地域における 認知症についての理解を 深める 学習会の開催や、

認知症予防の取組みを 支援する ため、 地域に専門職を 講師と し て派遣。  

 

 

○権利擁護施策の充実 

 日常的金銭管理や福祉サービ ス の利用援助など を 行う 日常生活自立支援事

業の実施体制を 強化する と と も に、 成年後見制度についての更なる 利用促進

を 実施。  

 

 

○神戸市認知症ケアパスの改訂 

 平成 30 年に作成し た現行冊子について、 認知症神戸モデルの掲載、 相談窓

口及び支援事業の掲載充実など 、 掲載内容のアッ プ デート と 充実を 図っ た。 
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○軽度認知障害（ MCI ） 診断時の対応（ 令和７ 年４ 月～）  

 MCI と 診断さ れた方向けのリ ーフ レ ッ ト を 作成し 、 第２ 段階医療機関におい

て、 健康づく り やフ レ イ ル改善通所サービ ス等についての説明を 実施。  

 

○GPS サービスの改善（ 令和７ 年７ 月～）  

 こ れまで、 １ 種類の GPS 端末で運用し ていたが、 ニーズに合わせて選べるよ

う GPS 端末を ３ 種類に増やし 、 月額利用料の半額を 市が負担する こ と でより

利用し やすく 改善。  

 

○みまも り シールの導入（ 令和７ 年８ 月～）  

 衣服等に貼り 付け、 行方不明時の身元確認に繋げる「 みまも り シール」 を 新

たに導入し 、 認知症と 診断さ れた方で希望する 方に配布。  

 

＜認知症関連施策の検討事項＞ 

○若年性認知症支援の取り 組み 

 現状と し て、 若年性認知症の方の総合的な相談・ 支援は、 兵庫県設置の「 ひ

ょ う ご若年性認知症支援セン タ ー」 において実施。  

 本市と し ては、 こ う べオレ ンジダイ ヤル及び認知症疾患医療セン タ ーでの相

談受付、 認知症神戸モデルの利用（ 認知機能精密検査費用の助成・ 事故救済

制度への加入）、 若年性認知症支援者向け研修などを 実施。  

 新たな取り 組み（ 居場所づく り 、 研修など） を 検討 

 

○神戸市認知症ケアパスの更新 

 認知症新薬への対応、 GPS サービ スの拡充、 みまも り シールの導入など新た

な要素を 追加。  
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